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簡単なパラメータ推定の可能性検証

 条件設定

 データ生成は理想的な数値実験により行う
 車両は単自由度バネ質点系
 橋梁は一次元有限要素梁モデル

 パラメータ推定（ベイズ理論を応用）
 車両加速度データを用いて車両と橋梁パラメータをランダム推定
 異なる車両であっても路面凹凸は等しいはず

 FS実施

 与えるパラメータを少し変化させると，推定路面凹凸も少しだけ変化すること
 異なる2つの車両で同じ路面凹凸が推定できること
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路面凹凸の推定理論

 運動方程式
 車両の運動方程式

ሷݖ݉ ൅ ሶݖܿ ൅ ݖ݇ ൌ ܿ ሶݎ ൅ ்ࡸ ሶ࢟ ൅ ݇ ݎ ൅ ்࢟ࡸ
 橋梁の運動方程式

ۻ ሷ࢟ ൅ ۹࢟ ൌ ࡸ ݉ ݃ ൅ ሷݖ 	

 路面凹凸ݎ ݐ の推定方法
 ݄ ݐ ൌ ，のとき்࢟ࡸ ሶ݄ ݐ ൌ ்ࡸ ሶ࢟として良いものとする（計算が楽・・・）
 ۻ ሷ࢟は無視して良いものとする（数値微分から解放される）

 ۹，݉の仮定値と車両振動ݖሷ，車両位置に関するマトリクスࡸより݄が求まる
 ݉， ܿ， ݇の仮定値と車両振動ݖሷからݎ ݐ が求められる
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結果: 車両重量の仮定値を変化させて路面プロファイル推定

݉ ܿ ݇
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݉ ܿ ݇
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m=5000 m=15000

全て正解値で推定

m=10000
m=30000

全て正解値で推定
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結果：他のパラメータも変動させた場合

݉ ܿ ݇
10000 40000 400000

݉ ܿ ݇
20000 40000 400000

全て正解値で推定

全て正解値で推定

剛性を2倍にした

剛性を2倍にした



考察

 明らかに路面プロファイルは推定できていない
 順問題として解けるので総当たり式に挑戦する？
 計測方法を工夫する？
 推定式に導入した仮定を変更する？（より精緻なモデル化）

 パラメータ変化に対して路面プロファイルはなめらかに変化
 値を少しずつ変化させていって，最適値を見つけるという操作が可能

 事前情報を元にしてVBI計算を繰り返す方法は可能？
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